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四国高等学校少林寺拳法選手権大会 

新型コロナウイルス感染症対策ガイドライン 

 

標記大会の競技に関する新型コロナウイルス感染症対策について、以下の通り連絡しま

す。 

 

１．開催について 

(1)大会関係者(大会役員・競技役員・審判員・補助員)、選手、各校 1 名までの帯同生徒

（マネージャー等）、各校引率者、各校監督・コーチ等のみ入場可能とし、原則として

無観客で行うものとする。 

※ 引率者•••実施要項「７.引率・監督の（１）」を参照のこと 

※ 監督・コーチ等•••実施要項「７.引率・監督の（２）」を参照のこと 

 

２．マスクの着用や競技参加について 

(1) 大会関係者(大会役員・競技役員・審判員・補助員)、選手、各校 1 名までの帯同生徒

（マネージャー等）、各校引率者、各校監督・コーチ等は原則として終日マスクを着用

する。出場選手は競技の時以外はマスクを着用するものとする。(大会開催地や、会場

への移動を含む) 

(2)競技の流れについて 

①招集場所には、マスクを一時保管できるビニール袋等を持参・携行する。招集場所で

のウォーミングアップはマスクを着用して行うこと。演武修練を伴うウォーミング

アップを行う場合は、有声の気合は出さない。また、周囲との接触を避けること。感

染状況や出場者数によって入場制限をすることがある。 

②招集場所ではマスクを着用し、出欠点呼を受ける。点呼で名前を呼ばれた際は、返事

ではなく手を挙げる。 

③その他、会場内での立ち居振る舞いや、移動の際の間隔、アリーナ内での整列間隔や

整列場所、防具脱着場所など、招集委員からの説明・諸連絡(マスク着脱の手順や審

判員への儀礼、競技終了後の退場方法など)を受ける。  

④マスクを着用したままアリーナ内へ入場する。その際、間隔を保ったまま移動する。 

⑤入場後、正面に礼、審判員に礼(発声しない)を行った後に、審判員・役員の指示で選

手待機場所へ移動する。待機中もマスクを着用する。  

⑥順番がきたら、ネクストコーナー(次演武者待機場所)へ移動し、マスクを外してウォ



ーミングアップを行う。マスクについては、一時保管用のビニール袋等に入れ、ネク

ストコーナーの荷物入れに置く。 

⑦コートでの呼び出し係に名前を呼ばれた際は、返事ではなく手を挙げる。団体演武

については、学校名を呼ばれたら代表者 1 名が手を挙げる。 

⑧コートに入場し演武を行う。有声の気合を出して演武を行ってよい。演武終了後は、

コートから速やかに退場し、ネクストコーナーの荷物入れの各自のマスクを着用し、

全ての演武が終了するまで待機する。  

⑨コートからの退場は審判員・競技役員の指示で行う。  

(3)競技中のマスク着用・気合の有無について 

①ネクストコーナーの荷物入れは共用となるため、必ずマスクの一時保管用のビニー

ル袋等を各自が用意すること。記名をするなどして、チーム内、演武者同士で間違え

て着用しない様に注意する。 

  ②演武中のマスク着用について 

ア、マスクを着用のままでも外してでもどちらでもよい。 

イ、気合についてはマスク着用するしないにかかわらず，出しても出さなくてもよい。 

※ア、イ、については評価対象とはしない 

   ③新型コロナウイルス感染症の感染状況に応じて、出場当日に急遽、有声の気合は認

めず、無声の気合のみでの演武や、マスクを着用したままでの演武(この場合、競技

中にマスク位置を修正するためにマスクに触れたとしても減点とはしない)での大会

参加を指示する場合もある。 

 

３．健康観察シートの取り扱いについて 

 【様式１】については各自で保管する。大会終了後も２週間、健康観察し記入する。大会

終了後１ヶ月保管する。クラスターが発生した場合は提出を求めることがある。 

 【様式２】については、引率責任者が大会実行委員会に毎日（２日間）受付時に提出する。 

 

４．声援について  

競技会場や観客席からの、声を出しての応援は禁止する。 

 

５．更衣について 

選手の更衣については、男子は２階観客席で行い、女子は１階女子更衣室及び男子更衣室

を使用すること。その際、密を避けるため、主催者側で入場制限を行う場合もある。 

 

６．手洗い・手指の消毒等 

(1)競技前後、食事前等、こまめに手洗いや手指・足底の消毒を励行する。 

(2)主催者で消毒薬などの準備は行うが、大会会場内外で各自が使用できる消毒薬を持参



し、各所で使用すること。 

(3)本会場の 1 階は上履きエリア、2 階は下足エリアとなるため、靴袋を持参すること。1

階は原則として出場選手、大会関係者(大会役員・競技役員・審判員・補助員)、帯同生

徒（マネージャー等）のみ入場可能とする。1 階玄関での靴の履き替えを毎回必ず行う

こと。また、裸足での 2 階への移動は認めない。 

 

 


